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大飯発電所３号機 原子炉補助建屋内での水溜りについて

添付図

２．推定原因

３．対 策

１．事象概要

原子炉周辺建屋サンプタンク

薬品注入弁

原子炉補機冷却水サージタンクのベント弁開放に伴う原子炉周辺建屋サンプタンク圧力の上昇を防止するた
め、水張り時の手順を以下のとおり変更し、手順書に反映します。

（１）水張り操作前に、今回使用したベント弁とは排気先の異なる別の弁の開放により原子炉補機冷却水サー
ジタンクの減圧操作を行います。

（２）対策（１）に併せて、水張り時に流量を調整することにより、タンクの圧力が通常圧力未満になるよう、対策
の充実を図ります。

①ベント弁を開放。

④タンク水が逆流。

⑤水溜りが発生。

目皿：FB-101～105

排気ライン逆止弁

原子炉周辺建屋
排気ダクト

FB-101 FB-102 FB-103 FB-104 FB-105

③タンク内の圧力が上昇。

床ドレンライン

①原子炉補機冷却水サージタン
クの水張り時にベント弁を開放。

②原子炉周辺建屋サンプタンク
へ急激に空気（窒素）が流入。

③原子炉周辺建屋サンプタンク
内の圧力が上昇。

④原子炉周辺建屋サンプタンク
水が床ドレンラインを逆流。

⑤逆流水が目皿から溢れ水溜り
が発生。

②空気（窒素）が流入。 空気（窒素）
水

原子炉補助建屋ＥＬ＋３．５ｍ（管理区域内）
Ａ，Ｂ余熱除去ポンプ室周辺通路

①から→方向に撮影

：水溜り発生場所

● ：目皿
目皿 （ＦＢ－１０４）

目皿 （ＦＢ－１０５）目皿 （ＦＢ－１０２）

目皿 （ＦＢ－１０１） 目皿 （ＦＢ－１０３）

約20m×3.5m×1mm

約20m×4.5m×1mm
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約5m×4.5m×1mm

原子炉周辺建屋
サンプタンク
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